






【要約】小児成人病予防検診を行うにあたり,ある年齢のすべての小児を対象として行う

方法や親の危険因子を有する小児を対象とする方法,などが特に米国では検討されている。

わが国においても,どのような方法で小児成人病の予防検診を行うのが,より効率的に行え

るかの検討も必要と考えられる。今回の我々の成績では,親の動脈硬化の家族歴を有する

群は,有さない群と比べて血清コレステロール平均値は高かった。しかし 200mg/dl 以上の

頻度は,危険因子を有しない群でも無視し得ないと考えられた。


